うか。 その 当時から、 足掛五 年になる 只今 も 私 は その 

おのの 

光景 を 思い出す ごとに、 胸が 裂け 四肢の 戦 くような、 

恐ろし さと 忿 と を 感ぜずに は 居られな いのです。 

司法大臣 閣下。 —— 閣下 は、 閣下の 肉親の 方が 兇悪 

なる 人間に 惨殺され た 現場 を 御覧に な つた ことがあり 

ます か。 否少 くと も、 閣下の 肉親の 方が 他人に 依って 

もち- 

惨殺され たと 云う 御 経験 をお 持で しょうか。 もしこう 

した 経験が お有りに ならなければ、 私が その 光景に 

依って 感じた 怖ろ しさと 忿と 悲しみとの 混じった 名状 

しがたい 心 持 は、 とても 御 想像 も 及ばない だろうと 思 

レます 



捕まらんでも、 死んだら 地獄へ 落ちる のじ や。 地獄で、 

ひどい 目に 逢う のじ や」 と、 申して 居りました。 こう 

して、 母 は 娘 を 殺された 恨みと 悲しみと に 悶えながら、 

十二月の 二十日でした か、 最愛の 娘の 後 を 追うて 死ん 

でしまい ました。 犯行の 表面で は 姉 夫婦 だけが 殺され 

たこと になって 居ます が、 私 は 母 も その 同じ 犯人に 惨 

殺された もの だと 云う 感銘 を 受けずに は 居られません。 

母と 姉と を 非道に 殺された 私と 父と は、 不快な あさま 

さ 、-- おうおう 

しい 記憶から 絶えず 心 を 苛な まれながら、 怏々 として 

その 日を暮 して 居りました。 『千 葉 町の 夫婦 殺し』 と 

云う 題目 も 段々 世間から ばかりでなく、 警察当局 者の 



記憶から も 薄れて 行った と 見え、 犯人 捜索に 就いての 

消息な ども、 新聞紙 上に 一行 も 出ない ようになり まし 

た。 私と 父と は、 段々 心細く 思わずに は 居られません 

でした。 それと 共に、 かかる 兇悪 無残な 悪徒 を、 逮捕 

し 得 ざ る 警察 を 呪 い、 また かかる 悪徒の 横行闊歩 し て 

居る 世の中が 嫌に なりました。 

ところが、 時運 到来と 申す ので ございまし ようか。 

さかした つるき ち 

大正 五 年の 十月でした。 犯人 坂 下 鶴吉は —— 私 は、 そ 

の 時 初て 姉 を 殺した 兇悪な 人間の 名 を 知りました —— - 

警視庁の 手に 依って 逮捕されました。 なんでも 挙動 不 

審の 為に 拘引され たのです が、 訊問の 結果、 多くの 兇 



能わざる 者を懼 るる 勿れ』 と、 申して 居る ことで 明か 

であります。 もし 国家の 監獄が 基督教の 修道院で あり 

ますれば、 之で 結構で あるか も 知れません が、 監獄が 

国家の 刑罰の 機関で ある 以上、 監獄に 繫 ぎながら、 囚 

人 を 彼らの 罪悪 時代よりも 幸福に し、 刑法 を、 『身 を 殺 

して 魂 を 殺し 得ざる ものと して』 何等の 威力な からし 

めて、 それ 監獄の 目的 死刑 威力が 発揮せられ るで しょ 

ク ゝ o 

う 力 

私 は、 よく は 解りません が、 ある 法学者から 刑罰の 

目的に 就いては、 相対主義と 絶対主義と、 二つ あるの 

だと 云うよう な 事 を 聞いた ことがあり ますが、 キリス 



された 者が、 脚 台に なって 此の 悪人 を —— 基督教 的に 

は 聖徒 を、 天国へ 昇せ て やって 居る ようで はあり ませ 

んか。 基督教 徒が、 彼等の 教 旨の 為に どんな 事 をし よ 

うが、 それ は 彼等の 勝手で、 彼等の 方に は 充分な 埋窟 

ぢ さ 

が あるか も 知れません が、 現世 的な 刑罰 機関の 長た る 

典獄 迄が、 その 便宜 を 計り、 それ を 奨励す るに 至って 

は、 被害者 達の 魂 は 浮ばれよう もないで はありません 

ゝ o 

力 

昔、 ある 伊太利 人 は 『愚人 聖職に 上り、 ガリレオ 獄 

中に 在り』 と 云って 嗟嘆した そうであります が、 もし 

も 天国の 存在が 本当 だと すれば、 『加害者 天国に 在り、 



被害者 地獄に 在り』 です。 宗教の 立場から 云えば、 現 

世 的な 法律 的な 区別 は、 どうで もい いのでし ようが、 

国家の 司法 当局が、 その 現世 的な 職務 を 忘れ、 『加害者 

を 天国に 送る』 事 を 奨励し、 讃美す るに 至って は、 私 

の 如き 被害者の 遺族 は、 憤懣に 堪えない のであります。 

M んゃ、 その 信仰の 告白 を 発表し、 国家の 刑罰 機関 

の 効果が、 キリスト教の 信仰に よって 蹂躪され たこと 

を 公表し、 併せて 被害者の 遺族の 感情 を 傷つく る こと 

を 許す に 至って は、 司法 政策の 上から 考えて 如何な も 

ので ございま しょうか。 『刑罰の 目的 は 改過遷 善に 在 

り』 など 云う 死刑 廃止 論者な ど は、 自分の 妻 なり子な 



り を 強盗に でも 殺されて 見れば、 私の 憤慨が どんなに 

自然で あり、 正当で あるか を 了解す るだろう と 思い ま 

私 はこの 書状 を 了る に 当って、 はしなくも 坂 下鶴吉 

の 逮捕 を 見ず して、 娘 を 殺された 悲しみに 倒れた 私の 

母の 事 を 思い出しました。 母 は、 死 際に 「あんな 極悪 

な 人間 は、 この 世で は 捕まらんでも 死んだら 地獄へ 落 

ちる のじ や。 地獄で、 ひどい 目に 逢う のじ や」 と 申し 

て 居り ましたが、 母の 考えな どと は 丸 切り 違って、 坂 

下 鶴吉は (典獄 や 弁護士な ど はこう 呼んで 居る 以上、 

どんな 極悪人で も 改心した 以上 罪人 扱いに は 出来ない 



かも 知れません) この 世で 捕まった 代りに、 先き の 世 

では 天国へ 行った ことにな つて 居ます。 私 は、 母の 愚 

さんさん 

か な 期待 を 思い出す ごとに、 彼女の 無智 を 憫む潸 々た 

る 涙 を 抑える こと は 出来ません。 

(〈中央 公論〉 大正 八 年 四月 号) 
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